【第2回神戸ＥＭＣＡ研究会のご案内】
Yoshio KASHIDA（kashida.yoshio@nifty.com）

電話　：０７０-５６８１-４１４３(PHS)樫田
神戸市看護大学　
wwwサイト）http://kashida-yoshio.com/
http://researchmap.jp/kashida-yoshio/
■２０１５年１月１５日（木）に下記要領で
「第２回神戸ＥＭＣＡ研究会：医療・福祉関連のデータセッション」を
開催しますのでご案内いたします（2014年12月28日の最新情報に改訂してあります）
日時　２０１５年１月１５日　１６：３０〜１９：３０

会場　大学共同利用施設ユニティ２階　セミナー室３　http://www.unity-kobe.jp
　　　※部屋は，途中（１７：３０ごろ）で，「共同研究室」に移ります．
　　　神戸市営地下鉄「学園都市駅」隣
　神戸市西区学園西町1丁目 1-1 ユニバープラザ2F、電話　(078) 794-4970

参加費　無料

今回は、２回目です．
早稲田大学から、周藤真也先生にご来神いただきます。内容の概要は下記の通りです。
1． 冒頭に、「東日本大震災の記憶をめぐる樹木の表象について」という発表を周藤先生から頂戴します．(約60分．内訳=発表30分，質疑応答30分)
※発表に関連した下記の論文は、既にWEB上に公表済みですので、ごらんの上

　ご来場下さい。

※周藤 真也, 2014, 「鎮魂とは何か：東日本大震災の記憶をめぐる樹木の表象に
ついて」『早稲田社会科学総合研究』14(3): 1-23。（掲載サイトは下記）
http://hdl.handle.net/2065/41441
２．主催者側で１つ題材を提供してデータセッション１を行います（これも約60分）。
３．データセッション60分１枠を公募し、データセッション２を行います。

　　公募をする領域は、①医療・看護・介護・福祉領域に関連するデータセッション、です。

公募セッション希望者は以下を樫田 kashida.yoshio@nifty.ne.jp までご連絡ください。

１）氏名、２）所属、３）データ、動画データの簡単な内容、４）データセッション経験の有無、５）連絡先（電子メールアドレスに加え、電話番号もあることが望ましい）

★公募セッションを希望される方は1月10日までにご連絡ください。応募者多数の場合には、次回研究会（期日未定）に回っていただくこともありますが、1月12日前後には結果を連絡します。データ、動画データは、なるべくトランスクリプト付きの形でご提示ください（分量は、面白いところなら、３分もあれば十分です）。

★適当なデータ、動画データが手元にない方には、分析練習用に提供できる動画データと対応したトランスクリプト（内容は、福島県甲状腺スクリーニング検査の会議場面等）がhttp://kashida-yoshio.com/transcript/transcript_jigyo.htmlにあります。ご利用ください。この他にも，分析素材として提供できるデータがかなりあります．お問い合わせ下さい．
＜研究会進行スケジュール＞※始めの１時間は，「セミナー室３」その後「共同研究室」
１６：３０～１６：３２・・主催者あいさつ

１６：３２～１７：３０・・講演「東日本大震災の記憶をめぐる樹木の表象について」
周藤　真也（早稲田大学）

１７：３０～１７：３５・・部屋の移動

１７：３５～１８：３０・・データセッション１「災害救急に関する図上演習でのコミュニケーション分析ー解決しない問題を抱えたままのコミュニケーションについて」樫田美雄（神戸市看護大学）ｏｒ「病院内カンファレンスの相互行為分析（仮題）」谷川千佳子（神戸市看護大学）
１８：３０～１９：２５・・データセッション２「(未定)」未定（公募枠）

１９：２５～１９：３０　　終わりの挨拶
※終了後、徒歩圏内で懇親会を行う予定です。懇親会の終了予定は２１：３０です．

注：研究会場内では、データの守秘に影響しない範囲で、記録のため、録音・写真撮影等がありますのであらかじめご了承ください。
主催「神戸EMCA研究会実行委員会」
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